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研究成果の概要（和文）：本研究では、物質性の哲学の展開を社会学に導入することで消費社会論を理論的に刷
新し、記号理論とは異なる仕方で「モノの倫理的消費」を再評価することを試みた。「消費社会論研究会」にお
いて、エシカル消費の快楽性、ショッピングの道徳性、プロシューマー、消費者運動の内部化、産消提携の展
開、プラスチック使用規制の実践、ミニマリズムの思想、用の美の商品化といったテーマを深化させるととも
に、「下からの啓蒙」という図式で総合的に検討を加えた。こうした帰結は物神崇拝（フェティシズム）の再考
を促す。消費社会批判を物神打破から物神構築として転換する新たな理論刷新が提起された。

研究成果の概要（英文）：This study attempts to theoretically renew consumer society theory by 
introducing the development of the philosophy of materiality into sociology, and to reevaluate the "
ethical consumption of goods" in a manner different from that of semiotics. we deepened themes such 
as the hedonistic nature of ethical consumption, the morality of shopping, prosumers, the 
internalization of the consumer movement, the development of alliances between production and 
consumption, the practice of regulating plastic use, the philosophy of minimalism, and the 
commodification of the beauty of use, and comprehensively examined these themes from the perspective
 of the "Enlightenment from Below".
These consequences encourage a reconsideration of fetishism. A new theoretical renewal was proposed 
to shift the criticism of consumer society from the destruction of fetish to the construction of it.
 

研究分野： 社会学

キーワード： 消費社会　倫理的消費　物質性　消費者運動　ミニマリズム　プロシューマー　産消提携　物神崇拝

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、第１にサステナブルな経済における消費社会のあり方の理論的視座を開示するという点にあ
る。枯渇するエネルギー資源のなかで、GDP増大とは異なる幸福のあり方を追求する上でのありうべき人とモノ
の関係を示すのが本研究である。また、第２に消費者庁を軸に政府が現在検討している倫理的消費の諸政策につ
いて、よりよい政策を提案することに貢献するという点も挙げられる。物質的禁欲とは異なる仕方で「市民」の
あり方を考えていくことが本研究の射程に含まれる。第3に、実在性を問い直す社会学の今日の潮流のなかで、
消費社会論を新たに位置付け直すという点にある

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 現在、文化人類学や考古学や脳神経学の側から「物質性（materiality）」に関する理論と歴史
の豊かな学際的研究が展開しており（Malafouris 2016）、この新たな知のうねりを受けて、消費
社会論でも物質性に関する重要な諸研究が刊行されてきた。他方で、日本ではかかる新たな研究
動向をほとんど検討していない点に研究のギャップがあった。今日の消費社会論における重要
な研究課題は、まずもって英語圏での新たな動向を踏まえた上で、かかる理論的資源に照らして
人間とモノの関係を捉え返すとともに、さらにそこから倫理的消費の倫理性を新たに検討する
ことにある。 

というのも、倫理的消費に関する英米圏の倫理的消費研究の動向に目を向けて見ても、義務論
と帰結主義の対立を超えて倫理的消費を評価する必要性や、禁欲ではなく人間欲求や能力との
相関においてそれを捉える必要性が論じられるなど、従来の枠組みとは異なる新たな理解モデ
ルが求められているという現状がある（Barnett et al., 2005; Soper and Trentmann 2008）。そ
こでは、倫理的消費がモノの否定ではなくモノに対する高度な意味付けの結果であることや、ま
たモノとの関係が社会や環境への配慮を誘発することなどが論じられ、物質性と倫理の関係を
めぐる問題はますます重要性を帯びている。倫理的消費はモノへの無関心や忌避によってでは
なく、自らの世界を「意味あるモノ」によって再構成しようとする積極的関心によって促進され
ているのではないだろうか。だとすれば、消費社会の変容は「脱物質化」というよりもむしろ「人
とモノの関係の再編」として位置付けられうるのではないだろうか。 

 本研究の核心をなす問いは、私たちの消費社会は全体としていかにして人間の能力を拡張す
る方向に向かうことができるのかという問いであり、この問いを通じて、環境問題に直面する現
代人が倫理的たりうる消費行動を新たな視点から検討していく。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、物質性の哲学の展開を社会学に導入することで消費社会論を理論的に刷新
し、記号理論とは異なる仕方で「モノの倫理的消費」を再評価することである。【１】「脳を拡張
する機能としてのモノの意義」と【２】「モノの消費行動における倫理性」の２つの研究プログ
ラムを推進していく。前者は 2000 年代以降の学際的研究が明らかにしてきた「物質性」の諸理
論を検討しつつ、それが既存の消費社会理論にもたらす批判的意義を解明するという試みであ
る。後者は戦後日本の市民的消費者運動において問題化された「消費の倫理性」について、これ
を新たな視点で評価するという試みである。 

 本研究の独自性は、第１に物質性の哲学という先端的な海外の学術動向に着目し、その理論資
源を社会学的な知の創造に組み込むという点にある。物質性が人間を疎外するという見方があ
る一方、物質性が人間の脳の働きの制約を拡張する側面があり、本研究ではその側面からモノの
消費を通じた文化的創造や共同的アイデンティティの構築を捉えていく。 

本研究の独自性は、第２に倫理的消費の台頭が脱物質化と結びついているという従来的な見
方を覆し、むしろ人とモノとの関係の再編のなかでそれを捉え返すという点にある。倫理的消費
の台頭は、人々がもはやモノにこだわらなくなった帰結としてではなく、むしろ自らにとって
「意味あるモノ」によって生活を再構成しようとする物質性への反省的な関与の高まりとして
捉えられるだろう。モノとの拡張的な関係性を通じて社会や環境、他者に配慮するという新たな
理解が与えられることになる。 

 

３．研究の方法 

本研究は２つのサブユニットによる研究プログラムの相互往復のなかで推進される。それぞ
れのユニットにおいて理論的分析と経験的分析が同時並行的に進められる。 

 

（１）「脳を拡張する機能としてのモノの意義に関する研究」ユニット 
 海外文献の精査を通じて物質性をめぐる学際的な研究の展開を把握するとともに、プロシュ
ーマー（生産する消費者）やミニマリズムに対する具体的な経験的現象のなかでそれを検証して
いく。理論的にはまず認知科学者ランブロス・マラフォーリスの物質関与論（Malafouris 2016）
に着目しながら既存の消費社会論を刷新する検討をおこなっていく。マラフォーリスによれば、
モノは「脳の働きの制約を拡張する道具」であり、人とモノの間にあるのは存在論的隔たりでは
なく「志向性とアフォーダンスとで構成された絡み合い」である。これはモノと人との相互的な
ネットワークの中で「意味」が形成されていくという視点であり、消費論ではダニエル・ミラー
が類似の視点から分析を展開してきた（Miller 2001）。また、ブルーノ・ラトゥールのアクター
ネットワーク・セオリー（Latour 2005=2019）も、消費研究に導入していく。モノと人のハイ
ブリッドなネットワークを想定するこの理論を通じて、人間中心的であった消費論の方向転換
の可能性が探られる。これら理論を通じて、ボードリヤールの記号消費論の限界を超えて、モノ
消費の意義について検討していく。理論分析に関しては研究会での発表を通じてサブユニット
内での協働によって進める。また人とモノの関係の再編をめぐる個別の経験的対象のなかで、そ



の理論を検証しつつ発展させていく。 

 

（２）「モノの消費行動における倫理性の再評価に関する研究」ユニット 
 倫理的消費や消費者運動をめぐる海外文献の精査、および国内におけるフェアトレードや産
消提携運動などの動向を分析することを通じて、モノの消費の倫理性を物質性の観点から再評
価する理論的枠組みを構築していく。倫理的消費をめぐる新たな理解モデルの必要性という状
況へのひとつのアプローチとして前述の物質性の哲学を位置付け、新たな理論認識を形成して
いく。ケイト・ソパーの快楽主義の観点からの倫理的消費論（Soper and Trentmnn 2008）は、
そのひとつの軸である。ソパーは、環境や社会への配慮を「豊かさ」のを追求する人間の繁栄と
して再評価する。さらにそれを物質性の観点からとらえ直すこともできる。戦後日本の市民運動
のなかで行われてきたのは、「モノによる人の疎外」への批判というよりも「人とモノの拡張的
関係の制約」に対する異議申し立てであったと捉え直すことができ、その視点から消費者市民社
会における賢い消費あるいは自立した消費のあり方に展望を開示していく。そうした以上を研
究会での議論を通じて理論的に深化させていく。 

 

【１】「脳を拡張する機能としてのモノの意義に関する研究」 

橋本努 理論・学説的文献精査の統括／ミニマリズムに関する分析 

伊藤賢一 社会学における消費論の批判的検討／非合理的消費の分析 

神野由紀 プロシューマーによるハンドメイド消費文化の形成の研究 

 

【２】「モノの消費行動における倫理性の再評価に関する研究」 

畑山要介 倫理的消費関連文献精査の統括／フェアトレードの分析 

根本志保子 有機農産物の産消提携をめぐる環境消費運動の研究 

生垣琴絵 「賢い消費」をめぐる学説史的な再構築 

丸山千賀子 消費者運動と消費社会の関係の再評価 

サブユニットにおける役割と研究プログラムの全体像 

４．研究成果 

 
本研究の第一の研究成果は主に橋本努編『ロスト欲望社会』（2021）に取りまとめられるとと

もに、その後の検討を経て発展した学会発表、学術論文で公表されている。本書の具体的な成果
は以下の通りである。 

 
（１） 消費理論の最前線：ケイト・ソパーやダニエル・ミラーの理論的研究 

ソパーは今日の消費文化における快楽の質の進化論的な変化を強調し、ミラーは道徳
の復権を捉えようとする。両者の研究を日本で紹介するとともに、これらに対する検討
や展開をおこなった。 

（２） 家庭を超えて：プロシューマーの登場や消費者運動の展開の研究 
家（オイコス）の外部で生産・消費が営まれていく過程として近代の変化を捉えた。

手作り（ハンドメイド）の位置づけが家庭内使用から、他者との交流やマーケットでの
売買が中心となっていく現状を捉えた。また消費者運動が、市場と政府の外部という基
点から、その後の融和の中で、適格消費者団体制度を経て、消費者庁設立として消費者
運動が政府に内部化されていく過程を捉えた。 

（３） 環境への配慮：産消提携やプラスチック製品使用の研究 
 市場と政府に対するオルタナティブな試みとして、産消提携運動に着目し、「消費を通
じて生産者の労働を支える」という倫理的消費の先駆けとして、産消提携団体が政府と
市場の両方から独立した第三の領域に、消費生活の基盤を築いていった過程を明らかに
した。また海洋プラスチック問題の現状に焦点を当て、市民社会におけるその実践例に
ついて検討をおこなった。 

（４）顕示しない消費の台頭：無印良品やミニマリズムに関する研究 
消費社会への批判の基点の内部化が進んでいる。ミニマリズムの思想のなかに「下か

らの啓蒙」を捉えるとともに、無印良品の製品開発における「用の美」に着目しながら、
シンプルな消費生活について理論的な検討をおこなった。 

 
こうした代表者・分担者の共同研究における成果を、物質性の哲学との関連で代表者がさらに

理論的に検討したのが第二の成果である。特に、研究の過程で新たに出てきた着想が、消費社会
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を駆動させる「物神崇拝」（フェティシズム）について再検討を行うことであった。そこで、ブ
ルーノ・ラトゥールの物神事実崇拝（Latour 2009=2017）の概念を中心に、物の物神性と倫理的
消費の関係をめぐって研究を進めた。マルクス以来、物神崇拝の概念は、商品への欲求を虚構・
倒錯に過ぎないとして消費社会を批判するキーワードとして使用されてきた。だが、ラトゥール
は〈物神事実〉という造語によって、物神と事実は切り分けられないと主張し、物神を虚構とし
てではなくリアリティの構成原理として捉える。本研究では、この〈物神事実〉（ファクティッ
シュ）という視点転換を消費社会論に導入し、倫理的消費やサステナブルな消費と呼ばれる消費
の在り方を、あらためて位置付け直した。そうすると、倫理的消費は「消費社会の物神崇拝の打
破」であるかのように考えられてきたが、しかし実際には逆であり、新たな物神崇拝として捉え
られなければならない。それは倫理的消費を「所詮は虚構に過ぎない」として批判することでは
なく、環境や社会への配慮そのものが〈物神事実〉の構築として捉え直されねばならないという
視点転換を提供するものである。 
 

以上の研究成果は、ボードリヤール以来の消費社会論の理論的枠組みを大きく刷新するもの
である。記号消費論の立場から実在性を否定し豊かさを「虚構」とするボードリヤール理論とは
異なり、この新たな消費社会論では、消費実践における「下からの啓蒙」によって実在性が構築
されている在り様を捉えることができる。本研究を経て、消費社会批判は物神打破の理論から物
神構築の理論へと大きく転換することになる。これは、実在性を問い直そうとする哲学、社会学
の今日の潮流においても、ひとつの重要な契機となるように思われる。 
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